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島野 玲子，??福田あさ美，? 本澤 文代?
保科 恵子，? 神尾 千草，? 河内 ルミ?
小川 貴子，? 杉山千佳子，? 内田 幸枝?
荻原 伸子，? 上原 俊彦，? 神谷 輝彦?
菅山留美子，? 長倉 直美，? 中村 敏之?
岩崎 茂?
（１ 館林厚生病院 東４階病棟









【症 例】 70歳代 女性 甲状腺がん 頸部リンパ節
転移 肺転移.左頸部の痛みに対してオピオイドやステ
ロイド等が投与されていた.今回左頸部～肩,上腕にか
けて痛みの増悪,QOL低下にて入院となった.入院後,頸
部への浸潤による神経因性疼痛と考えられたため,鎮痛
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